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◆ 研究概要 
地域医療・保健支援部門は，富山県下及び北陸地区を中心とした地域の医療機関に対する難病の分野及び先進技術等の
指導・支援を担う地域医療部と，富山型健康プログラムや地域健康調査を基礎とした地域健康増進支援事業，地域産業界
と連携した地域ストレス対策支援事業，地域の保健医療関係者を対象とした社会人リカレント教育等を担う保健支援部に
よって構成されている．地域の健康増進を対象とした地域連携活動のあり方，特にコ・メディカルの健康増進業務に従事
する社会人リカレント教育のためのカリキュラム開発や教育機会創造のための研究に従事している．この他，科学技術政
策の研究に現職就任以前から 18 年間従事している． 
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